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１．はじめに  

北海道の冬期道路では吹きだまりにより，多くの車両が立ち往生する吹雪災害がし

ばしば発生している．しかし，吹雪発生からどの程度の速さで吹きだまりが発達する

のかについては明らかとなっていない．   

そこで，著者らは，吹雪発生からの道路構造ごとの吹きだまりの発達速度を把握す

るため，当研究所が石狩市郊外に所有する石狩吹雪実験場内に整備した切土道路と盛

土道路において，吹雪発生時に吹きだまりの観測を行い、発達速度と吹雪量の関係に

ついて検討した． 

  

２．吹きだまり発達速度の観測  

２．１  観測方法  

石狩吹雪実験場(図 -1)内の試験用の

盛土道路（写真 -1）と，切土道路（写

真 -2）において，吹雪発生時に吹きだ

まり形状の変化について観測を行った．

吹きだまり形状については，道路中心

線から風上側に 50 m，風下側に 10 m

の範囲で，吹雪前，吹雪発生中の 2 回

と吹雪後の計 4 回観測した． 

 

 

 

 

図-1 石狩吹雪実験場位置図 

写真-1 試験用盛土道路(盛土高さ約 1.5 m) 写真-2 試験用切土道路(切土深さ約 2.0 m) 
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２．２  観測結果  

吹雪前後及び吹雪発生中

に，盛土道路と切土道路で観

測した吹きだまりの形状に

ついて，図-2 と図-3 にそれ

ぞれ示す．盛土道路では，明

確な吹きだまりは発生せず，

吹雪後の道路中心線上の吹

きだまり深さは 10 cm 程度と

なっていた．一方，切土道路

では吹雪発生 8 時間後には

道路中心線上に 25 cm 程度の

吹きだまりが発生していた． 

 

３．観測結果からの検討  

３．１  吹きだまり発達速度     

に関する検討  

 今回観測した道路中心線上

の吹きだまり深さおよび，実

験場内の気象データ(風速・

気温)を図-4 に示す．また，

吹きだまり深さと吹雪開始

からの経過時間との関係を

回帰直線にて示した．なお，

当研究所の過年度成果から，

深さ 15 cm を超える吹きだま

りで車両の発進が困難とな

ることがわかっているため，

この値についても図中に示

した． 

図 -4 より盛土道路では吹

雪の終了に至るまで，15cm

以上の吹きだまり深さには

達しなかったが，その一方，

切土道路では吹雪発生から 8

時間後には吹きだまり深さ

が 15 cm を超えていたことが

わかった． 

 

 

 

 

図-2 盛土道路における吹きだまり形状 

図-3 切土道路における吹きだまり形状 

図-4 観測対象の吹雪時における吹きだまり深さと

風速，気温の推移 
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３．２  吹雪量に関する検討  

 吹きだまり発達速度は，吹雪の強さにより変動すると考えられる．このため，吹雪

の程度を示す吹雪量(単位幅を通過する雪粒子の全質量)の累計値と吹きだまり発達速

度の関係について検討した． 

吹雪量を求めるには，飛雪流量の鉛直分

布を，連続的に把握する必要があり，直接

求めることは難しい．このため本報告では，

実験場内で観測した高さ 1.5 m の風速デー

タを雪面の粗度定数を Z0=10-4 cm と仮定し

て高さ 1ｍの値に換算し，以下の経験式 1）(１)にから吹雪量を求め，計算には 10 分平

均の風速を用い、算出した吹雪量を合計して推定累計吹雪量とした． 

 

Ｑ＝0.005Ｕ４ ･･････ (１) 

 

式(1)の適用にあたっては，吹雪発生臨界風速を設定する必要がある．ここでは既往

文献２）より，表-1 の吹雪発生条件を採用した．なお，降雪の有無については，実験場

内の観測データが無かったため，石狩吹雪実験場から南西に約 3 km の位置にある石狩

アメダスの降雪量（1 時間デー

タ）を用い，降雪の有無を判断

した．式 (1)により計算した累

計吹雪量と，実験場内で観測し

た風速・気温を図-5 に示す．図

中，前述の道路上の吹きだまり

発達速度の発生および終了観

測時点を付記した。 

その結果，今回観測した吹雪

は，発生から約 13.5 時間継続

しており，累計吹雪量は約

2700 kg/m と推定された． 

 

 

 

 

 

 

３．３  道路中心線上の  吹きだまり深さと推定累計吹雪量の関係について  

道路中心線上で観測した吹きだまり深さと，式(1)による推定累計吹雪量の関係およ

び両者の回帰直線を図-6 に示す．今回の事例では，盛土道路では車両の発進の支障と

なる吹きだまりは殆ど生じなかった．一方，図-6 の回帰式によると切土道路では，推

定累計吹雪量が約 1500 kg/m の時点で，吹きだまり深さが 15 cm に達することがわか

る． 

 

気温 
吹雪発生臨界風速 

降雪あり 降雪なし 

0～-5 ℃ 6 m/s 以上 11 m/s 以上 

-5 ℃以下 5 m/s 以上 10 m/s 以上 

表-1 吹雪発生条件の設定 

図-5 経験式により計算した累計吹雪量と

風速，気温の推移 
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４．まとめ  

本研究では，盛土道路と

切土道路における吹雪時

の吹きだまりの発達速度

に関する観測を行った．そ

の結果，切土道路では盛土

道路と比べて吹きだまり

が発達しやすく，今回の観

測事例では切土道路では

吹雪発生から約 8 時間後

(推定累計吹雪量およそ

1500 kg/m)の時点で車両

の発進が困難となる 15 cm

吹きだまり深さに達する

ことがわかった．このよう

に，一事例ではあるが累計 

吹雪量を指標として，吹きだまり発達速度を推定する可能性が示唆された． 

今後は，さらに観測データ数の充実を図り，道路構造による吹きだまり対策手法の

確立に向けて検討を進めることとしたい． 
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図-6 推定累計吹雪量と吹きだまり深さの関係 

図-6 推定累計吹雪量と吹きだまり深さの関係 
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